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萩原朔太郎の詩集『月に

吠える』の装丁は田中恭吉。

肺結核で夭折した恭吉の後

事は恩地孝四郎に託され

た。『朔太郎と〈一九二〇

年代〉：月の少年少女たち』

（２０２２．１１．１０）で海野弘

はその同性愛的交友に触れ

る。『日本のアール・ヌー

ヴォー』（１９７８）への回帰

だが、本書初版に接した評

者は、『装飾空間論』（１９７３）

で文様とも自在に螺旋を描

く著者の靭かなる筆致に魅

了された。

松岡正剛氏がセゾン財団

との関係で「ジャパネスク」

企画を立ち上げた頃であ

る。末端で関与した当方は

なにかの拍子で海野弘こと

中村真珠さんに面会した。

行きつけの渋谷の喫茶店。

ＴＶへの出演はしないとの

ことで、出演交渉は打ち切

りとなったが、大正創作版

画関係の駆け出しの拙論抜

刷をお渡しした記憶があ

る。

その海野弘晩年の遺稿に

「旅する口笛少年」がある。

副題に「折口信夫への栞」

とあり「栞」は十字への侵

犯とする図像学的解釈が見

える。思えばビアズリーの

署名に腟内への射精を見た

のも海野弘だった。以下は

この遺稿に触発されての自

由連想。「身毒丸」が話題

だが、その祖型は謡曲の

「弱法師」。盲目の俊徳丸

は浪速の四天王寺から臨む

明石の日没に「満目�山は

心にあり」と唱える。

一九一六年来日したイン

ドの詩聖タゴールは下村観

山筆の屏《弱法師》を横浜

の三渓園で見て、深く感動

する。何故だったのか？

盲目の詩人の心眼に真実が

映る。それはタゴールが自

作の戯曲『ファルグミ』で

演じたばかりの役割。この

ホメーロス以来の文学的ト

ポスが極東の中世以来の能

楽に継承されていたのだか

ら。

その折口は伊勢湾口の大

王崎の丘陵で太平洋に臨

み、「マレビト」の到来を

幻視した。折口自身は語ら

ないが、この水道の奥、津

市近郊の阿漕の浜は、古来

潮流の関係からか、台風の

来襲とともに異人が漂着す

る土地だった。１９９４年９月

２９日夜、台風２６号の嵐の夜

に、建造中の１５万トンの貨

物船二隻が雌雄一対？の巨

体とともに朱色の舳先を並

べて乗り上げたが、その浜

は百余年前には日本海軍の

駆逐艦が双隻連なって土左

衛門同様に座礁した場所。

近隣の神社は千年ほど前の

渡来人の漂着に由来してお

り、司馬遼太郎『街道をゆ

く』にも記載が見える。

折口若年の「口笛」は未

完のまま放棄されたが、そ

の学術が弟子への「口移し」

だったことは松浦寿輝も論

じたところ。その接触感覚

が海野弘の筆先からは降霊

術よろしく滴り落ちる。「し

たしたした」だが『死者の

書』初版装丁をみれば、そ

こにはエジプトの『死者の

書』から取られた木乃伊の

棺が描かれ、ナイル西岸は

死者の谷の埃及幻想が、奈

良盆地の西、二上山麓の當

麻寺と重ね合わせに幻視さ

れている。画家、小早川秋

聲《国の盾》も同じ戦争の

時代への鎮魂を湛える。

その背景には『陰謀と幻

想の大アジア』（２００５）が

潜む。大日本帝国の大陸侵

出期、モンゴル国境の張家

口に集った梅棹忠夫周辺の

学究たちの動向にも目配せ

を怠らない嗅覚、日本語系

統論への的確な視野��こ

こまで海野さんとの空想の

会話にしばし身を委ねてみ

た。

荒俣宏さん同様、平凡社

の地下室で培った情報咀嚼

力を活かし、八三歳の生涯

に年齢の二倍を凌駕する書

を綴ったが、その軽やかで

若々しい歩調は最後まで健

在だった。昨年霜月十一日、

京都で武田好史氏が催され

た螺旋社「弱法師」の小さ

な講演会で四十年ぶりに再

会したのが、終のお別れ。

この「知の遊歩者」（谷

川渥）はその後も小冊子、

長安に曼荼羅を重ね合わせ

る『空海の天地人幻遊』の

ほか、『ウクライナ美術へ

の招待』『アジア／中東の

装飾と文様』を残して旅立

った。

＊『旅する口笛少年』ゑで

ぃしおん螺旋社、２０２３年
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